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ら
、
重
ね
押
し
ス
タ
ン
プ
で
イ
ラ
ス

ト
を
完
成
さ
せ
て
い
く
「
ク
イ
ズ

d
e
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
７
月
18

日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
５
月
31
日
に
後
免
町
商
店
街
で

ご
め
ん
の
軽
ト
ラ
市
、
商
工
会
館
及

び
南
国
市
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
広
場
で
ご
め
ん
t
e
t
e
マ

ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。７
月

19
日
に
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
拠
点「
ご
め
ん
く
」に
お
い
て
ミ

ニ
縁
日
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
国
営
ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
工
事
を
行
っ
て
い
る

浜
改
田
西
部
工
区（
11
．５
ha
）、
堀
ノ

内
工
区（
2.5　
ha
）に
加
え
、
新
た
に
廿

枝
工
区（
8.6　
ha
）で
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。

　
営
農
面
に
つ
い
て
は
、
能
間
工
区

に
お
い
て
株
式
会
社
下
村
青
果
商
会

が
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
栽
培

面
積
約
1.8
　ha
の
次
世
代
型
ハ
ウ
ス
が

完
成
し
、
７
月
か
ら
養
液
栽
培
に
よ

る
キ
ュ
ウ
リ
の
営
農
を
開
始
し
ま
し

た
。

上
水

　
基
幹
管
路
の
地
震
対
策
は
、
中
部

水
源
地
送
水
管
耐
震
化
工
事
及
び
久

礼
田
水
源
地
送
水
管
耐
震
化
工
事
を

発
注
し
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。そ

の
他
関
連
事
業
と
し
て
、Ｊ
Ｒ
後
免

駅
の
駅
前
広
場
整
備
工
事
に
伴
う
配

水
管
復
旧
工
事
を
発
注
し
、
工
程
協

議
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

は
、本
年
度
は
、香
南
中
学
校
の
す
べ

て
の
水
泳
の
授
業
で
民
間
施
設
の

プ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
５
月
か
ら
９

月
ま
で
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
特
に
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

順
調
に
実
施
で
き
て
お
り
ま
す
。今

後
の
民
間
施
設
の
プ
ー
ル
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
人
員
配
置
と
授
業
時
間

の
調
整
、
送
迎
が
課
題
で
は
あ
り
ま

す
が
、
季
節
や
天
候
を
問
わ
ず
通
年

で
利
用
可
能
な
こ
と
や
、
施
設
の
更

新
・
改
修
と
比
較
し
て
財
政
負
担
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
本
市
に
と
っ
て

有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
活
用
に
向
け
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
関
係

　
本
年
度
、
高
知
県
に
て
初
め
て
開

催
さ
れ
る
「
よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭

２
０
２
６
」は
、
10
月
25
日
か
ら
12
月

６
日
ま
で
の
43
日
間
、
県
内
各
地
で

多
彩
な
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
す
。本
市
に
お
い
て
は
、
小
倉
百

人
一
首
競
技
か
る
た
全
国
大
会
や
、

い
け
ば
な「
昔
と
今
」な
ど
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
２
月
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

た「
野
中
廃
寺
」に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
様
へ
の
周
知
と
祝
賀
を
目
的
と

し
て
「
野
中
廃
寺
国
史
跡
指
定
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
10
月
３
日
に
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｅ
！
で

開
催
し
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
・
岩
沼
市
と
の
交
流
事

業
に
つ
い
て
は
、
８
月
22
日
に
岩
沼

市
で
開
催
さ
れ
た
「
い
わ
ぬ
ま
市
民

夏
ま
つ
り
」
に
西
本
議
長
を
は
じ
め

６
名
で
参
加
し
ま
し
た
。祭
り
会
場

で
は
新
生
姜
、
四
方
竹
の
炊
き
込
み

ご
飯
の
素
及
び
シ
ャ
モ
番
長
グ
ッ
ズ

等
を
販
売
し
、
本
紙
の
地
場
産
品
を

P
R
し
ま
し
た
。

　
本
年
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
の
出

動
状
況
は
、
火
災
出
動
は
昨
年
よ
り

11
件
多
い
24
件
、救
急
出
動
は
、昨
年

よ
り
30
件
少
な
い
１
，
９
３
１
件
で

し
た
。全
国
的
に
７
月
上
旬
か
ら
、
高

温
多
湿
の
日
が
急
増
し
て
お
り
、
熱

中
症
疑
い
の
救
急
搬
送
も
昨
年
同
期

と
比
較
し
て
５
件
多
い
39
件
で
し

た
。広
報
６
月
号
に
熱
中
症
予
防
の

記
事
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
南
国

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
防
災
行
政
無
線

及
び
救
急
車
な
ど
を
利
用
し
、
市
民

の
皆
様
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
お
り

ま
す
。

　
火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

で
発
生
し
た
小
学
校
火
災
を
受
け
、

市
内
小
中
学
校
へ
立
入
検
査
を
実
施

し
、
消
防
用
設
備
の
適
切
な
維
持
管

理
の
確
認
と
、
電
気
火
災
等
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
に
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
及
び
防
災
学
習
会
に

参
加
し
、
消
防
や
防
災
に
つ
い
て
学

習
を
行
い
ま
し
た
。

　
消
防
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

若
者
の
公
務
員
離
れ
が
進
む
な
か
、

人
材
確
保
対
策
と
し
て
、
７
月
18
日

に
近
隣
４
消
防
本
部
が
南
国
市
消
防

本
部
に
お
い
て
職
業
合
同
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

下
水

　
未
普
及
対
策
は
、
篠
原
地
区
の
汚

水
管
渠
整
備
工
事
を
発
注
し
、
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
道
の
幹
線
道
路
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
を
活
用
し
、
市
道
稲
吉
篠
原

線
の
大
篠
保
育
園
前
か
ら
消
防
本
部

前
ま
で
の
区
間
の
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。ま
た
、
お
な
が
通
り
（
市
道
南

国
１
２
９
号
線
）
の
右
折
レ
ー
ン
整

備
工
事
な
ど
２
路
線
を
発
注
し
、
整

備
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

　
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
に
つ
い

て
は
、
継
続
的
な
橋
梁
の
点
検
業
務

と
、
３
橋
の
修
繕
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
生
活
道
路
等
の
市
道
改
良
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
を
踏
ま

え
、
継
続
的
に
整
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
南

国
市
農
林
事
業
分
担
金
徴
収
条
例
に

基
づ
き
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
を
踏

ま
え
、
農
道
や
水
路
等
の
農
業
用
施

設
の
整
備
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

生
活
保
護
関
係

　
本
年
６
月
末
現
在
、
本
市
の
被
保

護
人
員
は
６
９
０
世
帯
８
６
３
人

で
、
昨
年
度
同
時
期
と
比
較
し
て
17

世
帯
減
、 

20
人
減
で
し
た
。

都
市
整
備
関
係

　
Ｊ
Ｒ
後
免
駅
の
駅
前
広
場
整
備
事

業
、
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
駅
前
緩

衝
緑
地
公
園
等
の
再
整
備
事
業
及
び

や
な
せ
た
か
し
ロ
ー
ド
（
市
道
後
免

１
号
線
）
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
よ
り

西
側
の
高
質
空
間
整
備
事
業
に
つ
い

て
、本
工
事
を
発
注
し
、今
年
度
内
の

供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

住
宅

　
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
の
受
付
状

況
は
、７
月
末
現
在
で
、耐
震
診
断
が

42
件
、耐
震
設
計
が
50
件
、耐
震
工
事

が
58
件
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
改
修
工
事
が
12
件
で
す
。

　
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
居

住
支
援
に
つ
い
て
は
、
居
住
支
援
法

人
、
高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
、

南
国
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
高
知
大

学
等
に
所
属
す
る
委
員
で
構
成
さ
れ

る
南
国
市
居
住
支
援
協
議
会
の
設
立

総
会
を
８
月
17
日
に
開
催
し
ま
し

た
。今
後
は
、
協
議
会
設
置
要
綱
に
基

づ
き
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
住

宅
の
確
保
に
特
に
配
慮
を
要
す
る
世

帯
の
賃
貸
住
宅
へ
の
円
滑
な
入
居
の

支
援
等
に
つ
い
て
、
官
民
連
携
に
よ

る
取
組
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

学
校
教
育

　
姉
妹
都
市
・
岩
沼
市
と
の
児
童
生

徒
交
流
は
、
８
月
26
日
か
ら
南
国
市

の
中
学
生
４
名
と
小
学
生
２
名
が
岩

沼
市
を
訪
問
し
、
震
災
遺
構
に
触
れ

な
が
ら
防
災
学
習
を
行
い
、
28
日
に

は
岩
沼
市
立
玉
浦
小
学
校
、
玉
浦
中

学
校
の
児
童
生
徒
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
学
校
で
の
水
泳
授
業
に
つ
い
て

万
円
の
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

当
を
４
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
か

け
て
支
給
し
ま
し
た
。

　
一
般
廃
棄
物
は
、
分
別
収
集
に
加

え
、
雑
ご
み
や
粗
大
ご
み
で
資
源
化

が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
積
極
的

に
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
で
、
焼

却
ご
み
や
埋
立
ご
み
の
減
量
に
努
め

て
い
ま
す
。ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
南

国
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
粗

大
ご
み
の
受
入
予
約
を
開
始
し
て
、

手
続
き
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
粗
大
ご
み
の
受
入
予
約
画

面
に
は
リ
ユ
ー
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
お
い
く
ら
」
の
リ
ン
ク
を
載
せ
、

リ
ユ
ー
ス
の
推
進
も
併
せ
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
個
人
住
宅
で
の
太
陽
光

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
補
助
に
加
え
、

今
年
度
か
ら
蓄
電
池
及
び
Ｖ
２
Ｈ

（
ブ
イ
ツ
ー
エ
イ
チ
）
充
放
電
設
備
に

対
す
る
補
助
を
開
始
し
ま
し
た
。

観
光
関
係

　
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ん
ぱ
ん
」の

レ
ガ
シ
ー
を
生
か
す
取
組
と
し
て
、

ド
ラ
マ
の
撮
影
に
使
用
さ
れ
た
小
道

具
な
ど
を
展
示
す
る
「
あ
ん
ぱ
ん
の

ナ
カ
ミ
展
！
v
o
l.
２
」
を
南
国

市
、
香
美
市
、
香
南
市
、
物
部
川
Ｄ
Ｍ

Ｏ
協
議
会
の
主
催
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、南
国
市
観
光
協
会
で
は
、市

内
の
観
光
施
設
等
を
巡
り
、
ド
ラ
マ

に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
な
が

及
び
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
注
意
喚

起
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
普
通
会
計
の
決
算
状

況
は
、
歳
入
総
額
は
対
前
年
度
比
４

億
５
，９
６
３
万
９
千
円
、1.7
％
増
の

２
７
１
億
６
万
３
千
円
、
歳
出
総
額

は
対
前
年
度
比
５
億
８
，
１
６
２
万

８
千
円
、2.2
％
増
の
２
６
６
億
９
，０

５
１
万
３
千
円
で
、
実
質
収
支
は
２

億
７
，
２
３
０
万
４
千
円
の
黒
字
で

す
。

　
地
方
債
借
入
残
高
は
令
和
７
年
度

末
で
、対
前
年
度
比
７
億
１
，４
７
７

万
４
千
円
、
3.0
％
増
の
２
４
９
億
１
，

２
８
９
万
５
千
円
で
す
。財
政
構
造

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

88
．０
％
で
対
前
年
度
比
0.6
ポ
イ
ン

ト
の
減
と
な
り
、
公
債
費
負
担
の
健

全
度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
は
、

9.9
％
で
対
前
年
度
比
0.3
ポ
イ
ン
ト
の

増
で
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
市
税
徴
収
実
績

は
、
徴
収
額
66
億
１
，
５
３
２
万
円
、

徴
収
率
98
．74
％
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
徴
収
額
で
３
億
４
，
８
９
７
万

円
の
増
収
、
徴
収
率
で
０
．17
ポ
イ
ン

ト
の
増
で
す
。個
人
住
民
税
は
３
億

円
以
上
の
増
収
、
定
額
減
税
実
施
前

の
令
和
５
年
度
と
比
較
し
て
２
億
円

以
上
の
増
収
で
す
。法
人
市
民
税
は

約
３
，０
０
０
万
円
の
減
収
、固
定
資

産
税
は
約
８
，
０
０
０
万
円
の
増
収

と
な
り
、軽
自
動
車
税
は
約
１
，０
０

０
万
円
の
増
収
で
す
。市
た
ば
こ
税

と
鉱
産
税
は
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
28
日
に
、
熊
本
県
熊
本
地
方

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7.1
、
最
大
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。８
月
20
日
時
点
で
38
名
の

方
が
亡
く
な
ら
れ
、
住
家
被
害
も
２

万
棟
を
超
え
て
い
ま
す
。本
市
は
、
高

知
県
と
連
携
し
、
対
口
支
援
と
し
て

熊
本
県
氷
川
町
に
職
員
を
派
遣
し
避

難
所
運
営
支
援
に
当
た
る
な
ど
、
被

災
地
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。今
回
の
地
震
は
夏
の
猛
暑

の
状
況
下
で
発
生
し
た
も
の
で
あ

り
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
避
難
所
生

活
を
強
い
ら
れ
る
状
況
で
す
。改
め

て
今
回
の
熊
本
地
震
に
お
け
る
国
等

の
対
応
状
況
を
把
握
し
、
本
市
の
災

害
対
策
の
再
確
認
に
努
め
ま
す
。

防
災
関
係

　
８
月
１
日
に
「
親
子
で
防
災
！
体

験
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

香
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
に

親
子
９
名
が
参
加
し
、
地
震
に
よ
る

揺
れ
体
験
や
火
災
に
よ
る
煙
体
験
、

通
報
訓
練
、
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

交
通
安
全
関
係

　
本
年
は
県
内
で
交
通
死
亡
事
故
な

ど
の
重
大
事
故
が
相
次
い
で
お
り
、

本
市
で
も
、
７
月
末
現
在
で
２
件
の

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

高
知
県
警
察
本
部
で
は
７
月
７
日
か

ら
48
時
間
に
わ
た
り
交
通
取
締
り
等

を
強
化
す
る
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
通
対

策
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
れ
に
併
せ

て
、
本
市
で
も
朝
の
交
通
安
全
巡
回

戸
籍
事
務
関
係

　
戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、
５
月
26

日
か
ら
戸
籍
や
住
民
票
等
に
氏
名
の

振
り
仮
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
を
本
籍
地
と
す
る
方
へ
、
戸
籍

に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名
を

記
載
し
た
通
知
を
発
送
し
、
誤
り
が

あ
る
場
合
は
届
出
に
よ
り
修
正
を
行

い
ま
し
た
。な
お
、
５
月
25
日
ま
で
に

届
出
が
行
わ
れ
ず
、
職
権
で
戸
籍
へ

記
載
さ
れ
た
振
り
仮
名
に
つ
い
て

は
、
１
回
に
限
り
家
庭
裁
判
所
の
許

可
な
く
届
出
の
み
で
変
更
が
可
能
で

す
。

介
護
保
険
制
度
関
係

　
令
和
９
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
を

計
画
期
間
と
す
る
第
10
期
事
業
計
画

策
定
に
向
け
て
、
８
月
19
日
に
第
１

回
南
国
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
推
進
運
営
協
議

会
を
開
催
し
、
事
業
の
振
り
返
り
や

計
画
の
骨
子
案
に
つ
い
て
の
説
明
を

し
ま
し
た
。今
後
は
、
中
長
期
的
な
人

口
構
造
の
変
化
や
介
護
ニ
ー
ズ
な
ど

か
ら
介
護
給
付
費
を
見
込
み
、
介
護

保
険
料
の
試
算
等
の
作
業
を
行
う
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
望
む
生
活
を
続
け
ら
れ
る

よ
う
、介
護
予
防
、在
宅
医
療
と
介
護

の
連
携
及
び
認
知
症
施
策
な
ど
を
含

め
た
総
合
的
な
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
物
価
高
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
児
童
６
，
８

０
０
人
に
対
し
て
、
一
人
当
た
り
２

▲詳細は
　こちらから
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